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社会教育主事課程における卒業生と現役生との交流
による相互教育の試み


































































































































1998 年以後の 30 年間でも、私の担当した「社会教

























































































（３）93年度生 10 名、現役受講生 9名を含む 43名
　　の参加者





































　現役の 2 年生は 20 歳、卒業生たちの平均年齢は

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育演習受講生が 2 名、2001-02 年度の受講生である
私、現役学生 1 人の 4 人の構成だった。1993 年度の
1 人は国立大学の事務職員の男性 A さん、もう 1 人
は 3 人の男子の母親であり中学校の教員の女性 B さ




































































　2017 年 12 月 2 日に開催された今回の笹川ゼミ同
窓会はいつもと様子が違っていた。














































として、“ あらゆる場所、あらゆる機会 ” に “ 実際生
活に即した教養を身につける ” こととしての「社会教
育」（社会教育法第 3 条）活動を行っていくことの大
切さである。そうすれば、「社会教育士」「社会教育主
事課程」で学び資格を取ったことが、世の中と人生で
生かされている！といえるのではないかということ。
　そしてこれこそが、今回の文部科学省の省令改正の
意味であろう。市場経済の展開の中で普遍化してき
た「個人・ego」を互いに尊重しあうことと、それを
を基礎とする「社会・共同体・きずな・socio」の再
構成とを結びつけるものである。それはまた、ベトナ
58
ムから日本・朝鮮までの東アジアにおける共通教養で
あった「格物、致知、誠意、正心、修身、斉家、治国、
平天下」という朱子の八条目を互いに刺激しあいなが
ら体現していくことを意味するであろう。それと「水
の思想」「識字」の機能的、悲観的、汎用的、創造的
な活用と重ね合わさるところで、人と社会と地球を救
う、東アジアから発信になるのであろう。
　もう 1 つは、少なくとも、日本の大学におけるあ
らゆるゼミでそれをすすめていくことが可能であり必
要だということである。全てのゼミはゼミとしての「共
通言語」を持っているはずである。だとすれば、それ
ぞれの共通言語を軸として、ゼミを基盤とする、卒業
生や現役生の異世代間交流を培っていくことは可能で
はないだろうか ?　
それは、高等な学問としての「大学」の活用、探求、
発展という、法政大学を含む様々な大学のミッション
のひとつではないだろうか ?
　そして、「社会教育・キャリアデザイン学を共通言
語とした、価値観を持つ者同士の会話」という基盤を
持つ「社会教育演習」は、それを促進し、「学問」化
するミッションをもっていると考える。
